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研究成果の概要（和文）： 
 労働者の観察されにくい能力を雇用企業が習得しているか、また、労働者に関する情報
は労働者が転職した際に外部企業に伝達されているかを明らかにするため、労働者の転職
行動モデルを構築し、そのモデルを米国のパネル調査を用いて構造推定した。その結果、
企業はその企業に留まる労働者の観察されにくい能力を習得して評価していくが、労働者
が転職する場合は、転職先の企業はその労働者を観察できる能力を用いて評価していると
いうことが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This project constructs and estimates a structural model and finds that (1) information 
about the workers’ ability will be gradually learned and accumulated by the employers 
during the workers’ career, and (2) asymmetric information exists, i.e., information 
about the workers’ productivity gathered by the incumbent employers is not fully 
transmitted to the next employer when workers make a job-to-job transition. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 企業が労働者の能力をどのように判断し

ているかについての仮説として、新規雇用の

ときは労働者の学歴等の観察可能で労働生

産性と相関する能力を判断材料に使う一方、

雇用後、企業は徐々に労働者の真の能力を学

び、それを判断材料に使うようになるという
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仮説がある。このことを Employer Learning 

(EL)という。Farber and Gibbons (1996) や

Altonji and Pierret (2001) や Lange (2007) 

は、労働者の労働経験年数が増加するに連れ、

労働者の学歴が賃金に与える影響は減衰し、

労働者の観察できない能力の指標が賃金に

与える影響は強くなるという推定結果を示

し、EL を支持した。前述の実証結果は、労

働者が転職したとき、観察できない労働者の

能力を、転職先の企業がそのまま知ることが

出来るという Public learning が正しいと仮

定したもとで導かれている。しかし、実際に

は、この Public Learning の仮定が正しいか

否か、すなわち、情報の非対称性が存在する

か否かは実証的に確かめられていない

(Gibbons and Katz (1991), Pinkston (2009), 

Hu and Taber (2010), Schönberg (2007))。

そこで、本研究では、労働者の転職行動モデ

ルを構造推定することにより、企業はどのよ

うに労働者の観察できない能力を知ってい

くのか、そして、転職に際し、労働者の能力

の情報はどう移転するのか、すなわち、労働

者の能力に関する情報の非対称性が企業に

存在するかを実証する。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究では、労働者の転職行動モデルを構

造推定することにより、労働者の能力に関す

る情報の非対称性が企業に存在するかを実

証する。つまり、労働者の観察されにくい能

力を雇用企業がいかに習得しているか、また、

労働者に関する情報は労働者が転職した際

に転職先企業に伝達されているかを検証す

る。 

 

３．研究の方法 

 

 米国の National Longitudinal Survey of 

Youth 1979 (NLSY79)のパネルデータを用

いる。労働者の転職行動モデルを構築し、構

造推定を行う。そして、労働者の学歴や観測

できない能力が賃金に与える影響が労働経

験年数とともにどのように変化するかを調

べる。その結果をもとに EL を検証する。 

 

４．研究成果 

 

 前述の実証分析により、労働者は同じ企業

に留まることにより、企業は労働者の観察さ

れにくい能力を習得していくが、労働者が転

職する際は、転職先の企業は労働者を学歴等

の観察可能な能力を用いて評価しているこ

とを明らかにした。 
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